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北陸地方は今岡と比較するとIhl横,人口.絵吐虎軒等,おおよそ

のものが25-35%粗度の規模であるが.鼓近示されたLtq.-面に

おける豊かさ息合指故ではtJ川.7こ†山.福井の北陸3県が上位を占
めている.この指数は作tTこと,鋤くこと,自由時間があること等

を中心にランキングされているようであり.人都会における住宅 ･

土地問題や通勤時問等を考えれば放けない話でもない

一方,産文面では発収途上凶の追い上げにより地域経済の主導的

役割が相対的に後iuLつつあると)引こ.主要な米の年産も世界の農

業問題の中で厳しい環境にあると指摘されている

このような環境下にあって,北陸Fl動車道,航空路線および鉄道

網など交通玉食の紫僻や,インフラとしての宅気逝倍ネットワーク

ち,ディジタル化の推進.lSDNへの対応等にEi小ナ着実に懲備され

つつある

最近の ｢通信自･.I日 によれば,北陣地域から発信される怖報に-tは
東京の1/10以下,仝IkH'-均の半分以下であり,また.他地域から
北陸へ供給される情報石とも火);ての半分桂皮であり,全国平均を下Inl
るものとなっている.

こうしてみると,北陸はLl=.清耐 二は充足感があるものの,杯業活

動や117報Lti等においで格差がある地域と映る面もあるが.現地から

見ると掛港晴発な活動が脱関され,将来のfli報発信地として成媒し

つつある

つい光ごろも ｢環日本海tr7報)in侶シンポジウム｣が金沢で開催さ

れ.ロシ7,中l乱 斡国等の日本海を取り巻く北戚アジ7言mkHこお

ける文化,芸術.杵柄分野での交流など.新たな ｢環日本海時代｣
について熱心な討.会が1iわれた

また ｢石川サイエンスパーク構想｣の一環として.蛸軌 新茶胡

およびバイオ等の先端科学技術分野において,今年4月より ｢北陸

先端科学技術大学院大学｣が開校するなど.全凶的な規模での創造

惟ある人材のff成を目的とする新たな学術柿市の誕生に.今後の期

待が寄せられている

現瓜 北陸支部の全日数は全回の約 15%程度であり,円熟の全

国比から止ればもう少し会只が多くてもと思うところであるが,単

に会員数のみならず活動の質の充実について.席 ･学 .官の連携の

もと.今後の梢報発信盛地として,地域の特色をいかした学術研究

などの発朕とそれを支える支部活動は何かについても考えて行きた

いと呪っている.



